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は じ め に

わが貝塚市は、北に波静かな大阪湾、南に緑豊かな和泉山脈 とに接 し、恵まれた自然環境を有

する地域であります。そのため、古 くから多 くの人々が営みを繰 り返し、市内各所には様々な遺

跡が存在 します。

しかし、近年の都市化の波は、生活の利便性の代償 として遺跡を減少させています。これらは

貴重な歴史的 ・文化的遺産であり、今に生きる私たちが後世に伝 えるために努力 をしなければな

りません。

今回報告いたします調査 もこうした開発行為に伴 う緊急調査ではあ りますが、幾多の成果を得

ることができましたので、それら成果の一部をここに報告いたします。

本書刊行にあた りまして、皆様の文化財 に対するご理解を深めて頂 くとともに、文化財の保護、

保存、研究の一助となれば幸いに存 じます。

なお、調査並びに本書作成にあたり、関係各位 には多大なご理解、ご協力を頂き、ここに深 く

感謝申し上げますとともに、今後 とも本市文化財保護行政に対する一層のご理解とご支援 をお願

いする次藁であります。

平成13年1月31日

貝塚市教育委員会

教育長 山 本 太 三 郎



例 言

1、 本書 は大阪府貝塚 市 において実施 した、民間宅地 開発事業及び共同住宅建設事業に伴 う事前

発掘調査 の概 要報告である。なお各調査期 間は以下 の とお りである。

地蔵堂遺跡 平成5年6月16日 ～10月5日

土生遺跡 平成8年7月2日 ～8月12日

加治 ・神前 ・畠中遺跡 平成5年8月17日 ～11月1日

窪 田ノ・マ デ遺跡 平成8年8月19日 ～11月18日

2、 調査にあったては、関係各位より多大な理解 と協力を得た。記して感謝の意を表す。

3、 発掘調査は貝塚市教育委員会教育部社会教育課文化財係、学芸員前川浩一、三浦 基、上野

裕子が担当した。

現地 ・内業調査及び本書作成にかかる諸作業については下記の諸氏の参加を得て実施した。

稲田宏美 石野貴史 尾越功一 大西隆子 川畑乃文 幸崎美江 清水久子

中辻澄子 松本武志 溝端美也子 山本寿子 山本 睦 米子千智

4、 本書 の執筆 は 目次に示 した とお り1、IIは 三浦、 皿、IVは 上野が担 当 し、編集 は前川が行 っ

た。

5、 出土遺物、調査記録は貝塚市教育委員会にて保管 している。
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1地 蔵 堂 遺 跡 の 調 査

1、 位置と環境(図2)

今回の調査は地蔵堂遺跡で共同住宅建設工事の計画が起こり、事前に発掘調査を実施した。

地蔵堂遺跡は市内北西部に位置する集落跡で、南北400m、 東西580mの 範囲をもつ古墳時

代から室町時代にかけての複合遺跡である。遺跡マーク内には市内唯一の前方後円墳丸山古墳、

平安時代の寺院跡である地蔵堂廃寺が存在する。

調査地は地蔵堂廃寺に近接する地蔵堂遺跡の西部、JR和 泉橋本駅西方約500m、 府道大阪

和泉泉南線か ら約100mに 位置する地蔵堂147-1で ある。調査地周辺部での調査例 としては、

隣接する地蔵堂廃寺に含まれる正福寺がある。昭和56年 度、昭和57年 度の調査では平安時代ま

で溯 るものと思われる一辺約9mの 地山削 り出しの建物基壇跡、本堂東側では現本堂の基壇の一

部および雨落ち溝 と現本堂以前の雨落ち溝 を検出している。また、正応三年(1290)、 永享十年

(1438)銘 の瓦 も出土してお り建物の実年代を知るうえで重要な資料となっている。本調査地も

距離的に近接 してお り、少なからず関係が深いと考えられる地点である。

2、 調査結果

調査は開発 によって破壊 を受ける部分、約800㎡ について実施 した。また、調査区に5×5

mの 区画を設定 し東西にA～K、 南北に1～6ま での記号を与えた。(図3)

調査区における基本層序は、20cm前 後の耕作土、約5cmの 床土の下に遺物を含 む層(包 含

図2地 蔵堂遺跡調査地位置図
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図3調 査区地区割図

層)3層 が堆積 している。包含層は上か ら淡黄灰色土(第3層)約10cm、 暗灰色土(第4層)

5～10cm、 暗灰褐色土(第5層)約10cmの 厚さで堆積 している。地山は淡黄色土および黄灰色

土で粘土質の部分と礫 を含む層が分布している。 また、第4層 と第5層 の問に整地を行 ったと思

われる層が部分的に存在 し5～50cmの 厚さで整地を行っており地山部分を削 り取って低い部分

を埋めたと考えられる。(図4)

検出遺構(図5、 図版1～5)

発掘調査では各地層の上面で遺構の検出を行うが今回の調査では、第4層 上面、第5層 上面 と

地山上面の3面 の遺構検出を行った。

以下、第3遺 構面、第2遺 構面、第1遺 構面の順でその概要について示す。

20.000m

1.床 土

2.淡 黄 灰色 土(第3層)

3.暗 灰 色 土(第4層)

4.暗 灰 褐 色土(第5層)

図4土 層 模 式 図

2



第3遺 構面

整地土除去後、検 出した包含層 第5層 を掘削 し、地 山面上 にて遺構検出 を行 った。本遺構面 に

おい ては、第2遺 構面で検出 した区画溝で あるSD-212に 対応す る区画溝 を検 出 した。以下、

代 表的 な区画溝、遺構 について概要 を示す。

SD-313

検 出長、幅 ともに小規模 のもので、東西方 向の検 出長約3.5m、 幅約0.3mを 測 る溝 で、やや

丸み をもちつつ、緩やか に南側 に向か って方向 を変え る。

SD-304

最大 検出長9m、 幅0.6mを 測 る溝 である。東西方 向に走 り東端部分で北側 に方向 をかえ、西

端部分 で南側 に方向 をかえている。溝の幅、規模 か ら考 えればSD-221に 近 い規模 である。

また、溝 の流 れの方向であるが西端部分か ら南側 と東側 に向か って2方 向に流れ をもっている と

考 え られる。 出土遺物 は、瓦器椀、瓦片が出土 している。

SK-301

調査 区中央部 にて検 出 した長 さ0.9m、 幅0.5m、 深 さ約 α05mを 測 る土坑 で ある。瓦器小

皿1点 、瓦片1点 が出土 している。 また、炭、灰 を含 んでお り、何 らかの祭祀が行われていた と

考 え られる。

SK-302

調査 区西部 に位置 し、SX-201の 下 か ら検 出 した遺構 で長さ約1m、 幅約0.7m、 深 さ約

0.4mを 測 る土坑 である。羽釜、甕等 を多量 に出土 している。

SE-301

調査 区中央部 にて検出 した井戸 であ る。直径1.3m、 深 さ約4mを 測 る。井戸 は素掘 りの もの

で自然堆積 による埋土 と窪み を埋 めるために埋め戻 した土 に分けることがで きる。井戸埋 土内か

らは瓦器椀、土師器小皿、 白土器小皿、羽釜、瓦等が 出土のほか桃 の種 な ども出土 してい る。

SX-302

調査 区中央部に位置 し検出長7m、 幅7mを 測 る土坑である。埋土 は焼 土 を含 んでお り北側 に

瓦、土器が集積 した状態で出土 している所が2ヵ 所あ り、瓦 を中心 として多 数の遺物 を出土 して

い る。

SX-303SX-306

調査 区中央部南側 に位置す る土坑 である。 同一の遺構 と考え られ るがSX-306側 では瓦 を

中心 とした遺物 の集積部分 が存在 している。 また、SX-303側 では最大 約20cmあ る河原石

が部分 的に並 び青磁碗 底部片が出土 してい る。

第2遺 構面

第2遺 構 面では調査 区北側 半分、東側北部 において地 山を検 出した。 また、第1遺 構 面におい

て地 山を検出 していた西北部 も地 山部分が広が り、南側 に向かって傾斜す る地形変化が確認 され

る結果 とな った
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図5遺 構配置図
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図6SD-212遺 物 出 土 状 況 図

検 出遺構 は、東側 を中心 に鋤溝 を検 出 しているほか 中央部北側か ら西側 にかけて流れ をみせる

SD-212、 東側 に東西方 向に走るSD-221、SD-220に 代表 される溝 と西側 、中央

部 にかけて黄色 土の部分 を広範囲で検 出 した。埋土 は地 山土(黄 色土)を 中心 として灰色 の土が

混 じりあう状況であった。確認の結果、南側 に向かって傾斜 する部分 の窪み を埋 める形で堆積 し

てお り、整地 を行 ってい るこ とが 明 らか となった。 この整地 の層 は浅い部分で0.05m程 度 であ

るが第1遺 構面で検 出 した段差部分周辺 につ いては特 に深 く0.5mを 測 る部分 も存在 している。

整地 は、調査 区北側 の地 山面 を削 りその土 で行 ったこ とが考え られる。

出土遺物 は、瓦器 、土師器、瓦が中心 であるが青磁、 白磁 も出土 している。器種 は椀、小 皿、

羽釜 、す り鉢等の 日用 品が中心であ る。遺物 の時期 は中世で14世 紀後半 ごろの ものである。

以下、代表的 な遺構 につ いてその概 要を示 す。

SD-212(図6)

調査 区中央部北側 か ら西 に向かって流 れる溝 である。検 出長19m、 最大幅2.7m、 深 さ約0.3

mを 測る。埋土 は暗灰褐色土 で、緩やか に蛇行 し一部深 い部分があ り、その部分 に瓦、瓦器、土

師器が廃棄 され集積 した状態 で大量 に出土 してい る。器種 も椀、小 皿、羽釜、甕等 と幅広 い。

SD-220

調査区東側 か ら西方 向に流 れる溝であ る。検出長約10m、 幅約0.6m、 深 さ約0.05mを 測 る。

SD-221と ほぼ平行 しているが浅 く、遺物 は瓦器 の小片 を中心 として少量の 出土である。

SD-221

調査 区東側か ら西方 向に流れ、南方 向にほぼ直角 に曲が る溝 である。検 出長約14.5m、 幅約

5



図7SE-301(1～16)、SK-302(17、20、 ・23、26)、

SX-302(18、19、21、22、24、25、27～42)出 土 土 器
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図8SX-303(43～58)、SX-306(59～68)、SX-308(77、78)、SX-309(69)、SD-301(71)、

SD-306(73)、SD-308(74)、SD-309(70)、SD-315(75)、Pit-320(76)出 土 土 器

一7一



図9SD-212出 土 土 器
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図10SD-212出 土 遺 物
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図11sx-201(145、149)、sx-203(122～143)、sD-221(147)、Pit-203(144)、

第3層(146、.;、150、154>、 第4層(151～153、155)出 土 遺 物

0.6m、 深 さ 約0.2mを 測 る 。 こ の 溝 は 土 地 境 界 お よ び 建 物 を 区 画 す る 溝 と考 え られ る 。

SX-201

調 査 区 西 端 部 分 に 検 出 し た 遺 構 で 、 検 出 長7m、 深 さ0.4mを 測 る 。 整 地 の た め に埋 め ら れ て

い る 遺 構 で あ る 。一 時 期SD-212が 流 れ 込 ん で い た 。遣 構 の 形 状 か ら池 で あ っ た 可 能 性 が 考

え ら れ る 。

SX-203
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調査 区中央部に広範囲 に広 がる整地遺構であ る。規 模 は約30m、 最大幅10mを 測 る。整地土

の掘削 を行 った結果、包含層 第5層 を検 出 した。出土 遺物 は瓦、瓦器等 を中心 としている。 この

部分が主 に第3遺 構面 として遺構検 出を行 った部分であ る。

第1遺 構 面

第1遺 構 面では調査 区西北 部において地 山を検出 した ほか は調査 区ほぼ全域か ら良好 な形で主

に耕作 に伴 う鋤溝跡 を検出 している。鋤溝 の規模 は幅0.2～0.3mの ものが中心で ある。地形 は、

北側か ら南側 に向かって傾斜 する とともに西側 に向か って緩 やかに傾斜 している。 出土遺物 は主

に近世陶磁器 、瓦を中心 に出土 してお り時期 は近世後 半 と考 えられる。

本調査 地で検 出 した鋤溝 の方向はほ とん どが北東 一南西方向で調査 区中央部でやや南側 に曲が

り敷地の形状 にそっていることがわかった。 また、調 査区東側では鋤溝 はほぼ真 っす ぐでやや方

向が東側 に傾 いてお り状況が若干異 なる。 中央部やや東の調査 区が曲が る部分 で もとは段 差 を有

してお りそれ を整地す ることによって同一面 としてい る。 もとは西側が一段低 くなってお り、 こ

の段 は現代の耕作地 の区画 と一致 しているこ とか ら近世 にこの区画が設定 され現代 に至 っている

ことが わか った。

出土遺物(図 版6、7)

SE-301(図7)

1～3は 土師器小皿 であ る。4～12は 瓦器椀 であ る。4は 口径7.1cmで 貼 り付 け高台 を有する

椀の ミニチ ュアであ る。13、14は 自土器皿であ る。15は 瓦質す り鉢で ある。16は 復元 口径12.2

cmの 瓦質羽釜である。

SK-302(図7)

17、20、23、26は 土師器小皿である。

SX-302(図7)

18、21、24、25、27～31は 土師器小 皿で ある。19、22は 瓦器小皿 であ る。32は 土 師質 羽釜

33～36、40、41は 瓦質羽釜、37は 瓦質す り鉢、38は 東播系須恵器 こね鉢 、39は 土師質 こね鉢

底部 である。

SX-303(図8)

43、44、46～54は 土師器皿 であ る。45、55は 青磁碗 である。56は 土師質す り鉢、57は 瓦質

こね鉢、58は 瓦質す り鉢 である。

SX-306(図8)

59、60は 土師器小皿、62は 土師器皿である。63、64は 青磁碗 である。65は 土師質羽釜 である

66、67は 瓦質羽釜 である。67は 復元 口径23.4cmで 口縁部2箇 所 に紐 を通す穴 をあけ る。68は 瓦

質甕 である。

SX-308(図8)77は 土 師質壷、78は 土師質す り鉢 である。

SX-309(図8)69は 土 師器小皿 であ る。

SD-301(図8)71は 瓦器椀 である。
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SD-30572は 復元 口径ll.6cmの 瓦器椀であ る。

SD-306(図8)73は 復元口径14.Ocmの 瓦器椀 である。外面 を指押 さえで仕上げ る。

SD-308(図8)74は 瓦器椀 である。

SD-309(図8)70は 土師器小皿 である。

SD-315(図8)75は 瓦器小皿である。

Pit-320(図8)76は 瓦器椀 である。

SD-212(図9、10)

79～84は 土 師器 小 皿 であ る。85は 瓦器小 皿、86～88は 瓦 器椀 で あ る。89は 復 元底 部径

7.6cmの 須恵 器壷で ある。底部 は回転糸切 り未調 整であ る。90、91、95、96、100～102は 瓦質

羽釜で ある。92～94、97、98は 土師質羽釜であ る。103、105は 軒丸瓦片であ る。104は 軒平瓦

であ る。106～109、117～121は 甕である。110は 紀伊型 土師質羽釜であ る。112は 印花ス タン

プ文 を施す火鉢である。ll1は 瓦質湊焼甕である。ll3～ll5は 東播系須 恵器 こね鉢であ る。116

は復 元 口径30.8cmの 石鍋で ある。滑石製 で顎部上部、体部 に穿孔 を施す。

SX-201(図11)145は 瓦器椀 である。149は 瓦質湊焼 甕である。

SX-203(図ll)

123～134は 瓦器椀 である。122は 復元高台径3.6cmの ミニチ ュアの瓦器椀で ある。135は 須恵

器坏身 である。136は 青磁碗 である。137は 土師器壺 である。139、140は 軒丸瓦 である。 ともに

三つ 巴文であ る。138、141は 瓦質羽釜である。142は 瓦質 こね鉢、143は 瓦質す り鉢 である。

SD-221(図11)147は 復元口径12.Ocmの 青花である。

Pit-203(図11)144は 土師器小皿 である。

遺物包含層第3層(図ll)146は 瓦器椀 である。148、150青 磁碗、154は 堺 す り鉢 、

遺物包含層第4層(図11)151は 青磁 、152は 土 師質甕、153、155は 瓦質羽釜であ る。

3、 まとめ

今回 の調査 は今 まで明 らかにされていなかった地蔵堂遺跡の西側部分 についての遺跡 の状態 を

知 るこ とがで きた。

第1遺 構 面 は、近世の鋤溝 を中心 とした遺構 で構成 され、当時の土地 区画 についての復元 を可

能 とした。第2遺 構面 では、 中世 における開発 によって大規模 な整地 が行 われていた ことが明 ら

か とな り、SD-212か らは多数の遺物 が出土 し、市内中世の出土遺物 を考 えるうえで良好 な

資料が 出土 してい る。

第3遺 構 面で は、土地境界お よび建物 の区画 と考 え られ る区画溝 を検 出 し、 また、SK-30

1の よ うな祭祀 にかかわる遺構 のほか、調査 区中央部 の土坑か ら数多 くの瓦、土器等の遺物 が廃

棄 され た状況が明 らか となった。 これ らの ことか ら、本調査地 は、地蔵堂廃寺 の主要な伽藍 では

な く、生活 に関わ る坊 な どの建物が存在 した と考 え られ、寺域 が本調査地部分 にまで広 が ってい

たとい う、地蔵堂廃寺 を考 える うえで貴重な成果 となった。
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H土 生 遺 跡 発 掘 調 査

1、 位置と環境(図12)

市北部に位置する岸和田市側に集落の中心が広がると考えられる弥生時代～古墳時代の集落跡

である。周辺の遺跡 として西に弥生～古墳 ・中世の散布地 ・集落跡である小瀬五所山遺跡、南に

は縄文、平安～近世、散布地、集落跡である久保遣跡がある。津田川南側には小瀬遺跡、新井

・鳥羽北遺跡、新井 ・鳥羽遺跡、堀遺跡、津田遺跡、貝塚寺内町遺跡などが存在する。

本遺跡の立地する津田川右岸下流域は広範囲に河岸段丘を形成し、現在の状況 と違い水量も多

く流路の移動幅は本調査地周辺では500m以 上である。本調査地は中位段丘の端部分に位置する

標高約18mの 地点で、岸和田市側の水田が整然とした区画であるのに対して貝塚市側は地形変

化に沿って水路が走 り、道がつ くられている。

本遺跡における過去の調査では弥生土器、土師器の出土が見られ、溝や流路 と考えられる遺構

を検出しているが小規模調査 によるものであり、まとまった面積での調査は初めてと言ってよい。

2、 調査結果(図13)

調査は分譲住宅建設に伴う道路部分(第1区)と 開発地南西部擁壁部分(第2区)の480㎡ の

調査区を設定した。調査区には国家座標に基づいて5×5mを 基準とする区画を設定し南北A～

P、 東西1～14の 記号をあたえた。

調査区における地層の状況は、盛土下に耕作土が薄 く残 り、耕作土下の状況はす ぐに地山の部

図12土 生遺跡調査地位置図
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図13調 査区地区割図

分 と淡黄灰色土が約0.05m程 度堆積する部分に分け られる。地山は黄色土及び褐色砂質土で上

面では多数の遺構 を検出している。(図14)

以下、各調査区および各遺構面について概要を説明する。また、第1遺 構面(地 山上面及び淡

黄灰色土上面)、 第2遺 構面(地 山上面)と して説明する。

図14柱 状土層図
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第1遺 構面

調査区東部において は淡黄灰色 土(耕 作土層)が あ り、上面 では鋤溝 を検 出 している。遺物は

14世 紀代の瓦器椀 を中心 と してお り、遅 くとも14世 紀 には開発 され水 田 として使用 されていた

ことがわか る。 第1区 では14世 紀代 と考 え られ る井戸 が掘削 されてい る。 この井戸 は素掘 りで、

また、近世以降にも2ヶ 所 で井戸 が掘削 されている。2箇 所 ともに素掘 りで遺物 も少 ない ことか

ら生活用の ものではな く耕作用 の もの と考 え られる。

第2遺 構面(図15、 図版8～12)

SD-201

本遺構 は0-9区 にて検 出 した溝 である。幅0.4m、 検 出長2mで 埋土 は暗灰褐色 土であ る。

遺物 は弥生土器 片が 出土 している。

SD-202

・ 、9区 にて検 出した溝 である。一部撹乱 に切 られる。幅0.5m、 長 さは3m以 上である。

埋 土 は暗灰褐色 土で、遺物 は弥生土器が 出土 している。

SD-203

m10区 で検 出 した。調査 区端 に位置す る溝であ る。幅0.5m以 上、長さ1.5m以 上である。

埋 土 は暗灰褐色 土で、遺物 は弥生土器 が出土 している。

SD-204(図16、19～22)

1-2か らN-9区 にか けて南東 一北西方 向に流 れ る溝であ る。幅1.5m、 深 さ約1.2mで 長

さ20m以 上 であ る。集落 を区画す る環濠の一部で はない か との推測 も可能であ るが、集 落の中

心部が広が ると推定 される岸和 田市側 ではこのような溝 は検 出 されてお らず、集落 の範囲 も明 ら

か になっていない状況 であ る。

埋 土 は上層、下層、底部、砂層 の4層 に分 けて掘削 を行 った。 しか し、掘 削時に各層の遺物が

混 じって掘削 してお り、各層の遺物 は明確 に分 け られていない。出土遺物 は弥生中期 を中心 とし

て庄 内期 にか けての時期幅があ る土器(1～73)、 石包丁(100、101)が 出土 している。 しか し、出

土遺物か ら示 される期 間この溝が機能 していたとは考 えに くく、時期 の異 なる溝 が重 な り合 って

い る可能性 が高い。 限 られた面積 のため調査 で は切 り合 い関係 を確実 に押 さえるこ とはで きな

か った。 また、新 しい時期の遺物 は溝 の南東部 か ら出土 してい ることは確認で きてお り溝の北西

部が 弥生 中期で押 さえるこ とがで き、明 らかに時期差が見 られ ることが わか っている。

本溝 か らの出土遺物 には大 きな特徴があ る。 台形土器 と呼 ばれる台状の形態の土器 が多 く出土

しているこ とである。(8、9、11、12、14、15、22～25、30、31、37～42、59、61、63～66、

68～73)土 器の製作 台、玉作 りなどの作 業台 といったこ とが推測 されてい る台形土器 であるが、

貝塚市 内では初 めての出土 で、土生遺跡が どのよ うな性格 の集落であったか考え る上でキーポイ

ン トと言える。

他 の出土遺物 として は壺、甕、高坏、鉢、器 台(33)、 蓋(35、36、56、57)、 水差 しとして使用

した とって付 の壷(67)。 ミニチュアの土器(50、51)は 手つ くね成形の もの。 また、飯蛸壺(10)や
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製塩土器(13、52～55)も 出土 している。製塩土器 は脚付 きの もので55以 外 は脚部分が残 るのみ

で上部 は破損 している。

SD-205

L-6区 で検 出 した溝 で ある。幅0.2m、 長 さ0.7m以 上、深 さ0.2mで ある。埋土 は暗灰褐

色土 で、 出土遺物 は弥生 土器が 出土 している。

SD-207(図17、23)

G・H-7区 で検出 した溝で ある。弥生土器 が集積 して出土 している。溝の規模 は幅1.2m、

長 さ5.5m以 上、深 さ0.5mで あ る。埋 土 は暗赤灰色土 である。弥生土器 の集積 は、本溝 が3分

の2以 上埋 まった状態 で一時に廃棄 を行 ってい ると考 え られ る。壷(77～84)を 中心 として蓋

(76)、 手つ くねの土器(74)、 蛸壺(75)な どが出土 してい る。

SD-208

1-2・3区 で検出 した。幅0.8m、 長 さ4m以 上であ る。埋 土は淡黄灰色 土で瓦器椀片が 出

土 してお り14世 紀 前半の遺構 と考 え られる。

SD-209(G-14),SD-211(EF-13),SD-212(EF-13)

幅0.2m、 深 さ0.2mの 鋤溝 である。埋 土 は淡黄灰色土 で瓦器椀片が出土 している。

SD-210

F・G-14区 にて検出 した。検 出長2.lm、 幅0.3m、 深 さ0.3mの 耕作 に伴 う溝であ る。本7

は調査 区敷地の西北隅部分 に位置 してお り水田端付近 につ くられた溝 と考 え られる。瓦器椀 片が

出土 している。

SX-208

H-1・2区 にて検 出 した土坑 である。検 出長1.1m、 深 さ0.4mの 土坑 である。調査区南東隅

の近世井戸 に切 られる。出土遺物 は瓦器椀 である。

SX-210

F-13・14、G-14区 にて検 出 した落 ち込みである。検 出長8m、 検出幅1:、 深 さ0.1m

で南東方 向に下が る。埋 土は耕作土で調査 区南西端 は地形変化地点で段 差 を有 してお り2層 程度

の石垣 の掘 り方の可能性 がある。

SX-211

F-13・ 曽14区 にて検出 した土坑 である。長軸0.8m、 幅0.4m、 深 さ0.1mで 埋土 は淡灰色土

で瓦器椀が 出土 している。

SX-212

D-12、E-12・13区 にて検 出 した落 ち込 みである。検 出長7m、 検 出幅0.5mで 瓦器椀、

磁器染付 などが出土 している。埋土 は耕作土で、SX-210と 同様石垣の掘 り方の可能性が ある。

SX-213

E-12区 にて検 出 した土坑 である。長軸0.9m、 短軸0.7mで 埋土 は暗灰褐色 土。弥生土器細

片が 出土 している。

16



図15調 査地遺構配置図

一17～18一



im

図16SD-204土 層 断 面 図

図17SD-207土 器 出 土 状 況 図

SX-214

D-12、E-12・13区 にて検出 した落ち込みである。検 出長7.5m、 検出幅0.8mで 瓦器椀 、

磁器染付等 が出土 している。埋土 は耕作 土で、SX-210同 様 に石垣 の掘 り方の可能性が ある。

SX-215

m8、m8・9区 にて検 出 した土坑 で ある。検 出長4.7m、 深 さ0.5mで 南東 方向 に下が

る。 瓦器椀、土師器小皿 などが出土 してい る。

一19一



図18SK-201平 面図、土層図

SX-216

B-9区 にて検 出 した土坑であ る。検 出長0.6m、 幅0.6mで 埋 土 は黄褐色土 で土壙墓 の可能

性が ある。遺物 は土師器 片が出土 してい る。

SX-217

B-8区 にて検 出 した土坑で ある。検 出長1.1m、 幅0.55m、 深 さ0.3mで 埋 土 は黄褐色土 で

土壙墓 の可能性が ある。遺物 は瓦器椀が出土 している。

SX-218

C・D-10・11区 にて検 出 した長軸1.4m、 短軸0.8m深 さ0.2mの 土坑 である。埋 土 は暗灰

褐色土 で弥生土器 の細 片が出土 してい る。

Pit-203

J-4区 で検 出した。直径0.4m、 深 さ0.3mで 埋土 は暗灰褐色 土で弥生土器片が出土 した。

Pit-204

1-3区 で検 出した。直径0.7m、 深 さ α5mで 埋土 は淡黄褐色 土で須恵器片が出土 した。

Pit-205～Pit-212、Pit-225

H-6、1-5・6区 で集中す る柱穴であ る。埋土 はすべて暗灰褐色土で、規模 の最大の もの

では長軸0.8mで あるが、直径0.3～0.4mの 規模の ものが中心 で、深 さは0.2mの ものが多 い。

建物 のプラ ン復元 はで きなかったが、掘立柱建物 が数棟存在 したことは確 かである。 出土遺物は

弥生土器片が 出土 してお りこれ らの柱穴が弥生時代 中期 まで遡 る可能性 があ る。

n:iA1勹_h2iA1■7h:a416A一 一
、 一
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図19SD-204(砂 層)出 土 遺 物

D-12、E-12・13区 に集 中す る柱 斥で ある。埋 土はすべて暗灰褐色土 で、規模 は直径0.3

m、 深 さo.lmの 規模の もの を中心 とする。遺物 は極 めて少 ないが、弥生土器細 片 とサヌカイ ト

片が出土 している。

Pit-218～Pit-223、Pit-226
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図20SD-204(下 層、底部分)出 土遺物

C-9～10区 で検 出 した柱穴 である。埋土 はすべ て暗灰褐色 土で、規模 は直径0.3m、 深 さ

0.lmの 規模の もの を中心 とす る。遺物 は少ないが弥生土器細 片 とサヌカイ ト片が 出土 している。

SK-201(図18、24)

調査 区南東部 で検 出 した土壙 で、検出長軸1.2m、 幅0.64m、 深 さ約0.2mを 測 る。軸方向は

一22一



図21SD-204(底 部 分)出 土 土 器

東西方向で底辺西側やや南よりに土師皿が裏向きで1点 、中央部から西よりで青磁碗(90)、 その

下に土師器皿(89)、 土師器小皿4(85～88)、 近接 した中央部やや南よりか ら銅銭が5枚 重な

って錆ついた状態(102)で 出土 している。

出土遺物は底部分から浮き上がった位置で出土 してお り、埋置した位置ではないと考えられる。

(人骨等の腐朽 によって移動 した可能性が高い)上 部は削平されており青磁碗が少 し顔を出す程

度の深 さしかな く推定の深さは40cm以 上であると考えられる。土層状況か ら考えると木棺 をも

たない土壙墓とみられる。方向は違 うが、SK-201周 辺には土壙墓の可能性がある土坑(S

23



図22SD-204(上 層)出 土 遺 物

一24



図23SD-207出 土 遺 物

X-216、SX-217)が 密集 している。

土壙内で推定 される頭部方向 はほぼ西 であ り、地形 に沿 ってつ くられた ものかあるい は方角 を

意識 した ことの両方が考 えられ る。土壙 は木棺 を伴わ ない もので、そ の規模 か ら女性 を埋葬 した

可能性が高い とい える。

25
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図25SX-202(94)、SX-204(92、95、96)、SX-210(93)、

遺 物 包 含 層(91、97～99)出 土 遺 物

3、 まとめ

弥生時代か ら近世までと幅広い時代の遺構を検出した。第1区 では幅2m、 深さ2mの 溝を検

出した。溝は何度か流れが変化 してお り、弥生時代中期か ら庄内期 にかけての遺物が出土した。

中央部では柱穴多数を検出しており、溝に画された弥生時代の掘立柱建物 を伴 う空間が存在 した

ことがわかる。第2区 南部では中世の土壙墓(SK-201)を 検出した。周辺では規模の似かよ

った土坑を検出してお り、土壙墓の集中する場所、墓域 として位置付けられる。

特に弥生時代の遺構 は、岸和田市側に中心をもつと考えられる集落と外界を区画する 「堀」と

考えられ、掘立柱建物、多数の土器や石器とともに重要な成果であると言える。SD-204とS

D-207に 挟まれる地点の柱穴の集中や他の柱穴の集中部分で建物があったことは想像ができる

が、SD-204と の位置関係から集落の外に位置すると考えられる。土生遺跡全体の遺構の広が

り、集落の構成などが明らかになる日も近いと言える。

26



皿 加 治 ・神 前 ・畠 中 遺 跡 の 調 査

1、 位置 と環境(図26)

遺跡 は近木川右岸 に位置 し、弥生 時代～近世 にかけての遺構 が多 く発見 されている。調査区の

北側 に位置 する市役所周辺 では、昭和63年 頃か ら公共事業等 に伴 い、調査 を行 って きた。その

結果、周辺 は飛鳥～平安時代 の掘立柱建物や竪穴住居等が存在 し、集落 の中心部であったことが

判 明 した。 また現市 民 文化会 館建 設の 際 に検 出 した奈 良 時代 の大 型井 戸、石 帯 や硯 の発 見 等

庶民 の集落 とは異 なる、特殊な施設 の存在が考 え られて いる。

2、 調査結果(図27、28)

本調査 区の基本層 序 は3層 である。上 か ら順 に第1層;現 代耕 土(層 厚約0.1m)、 第2層;

暗褐色 土(層 厚 約0.05m)、 第3層;オ リー ブ灰色土(層 厚約 αlm)で あ る。第2層 は現代耕

土 に伴 う床 土、第3層 は調査 区北半 のみに堆積 している層である。地 山は灰 白色粘土～砂礫層 で、

T・P=18.900mで ある。

調査 は第1層 、 第2層 を機械で取 り除い た後、第3層 上面及 び地 山上面で行 った。

第3層 上面では若干 の鋤溝 と不定形 の土坑 を確認 した。鋤溝 は南北 を基軸 として東 に約40° 振

った方向 とそれに直交する方向の ものがあ る。土坑 は0.03～0.05mと 浅 く、その形状 か らも自

然の落 ち込みであ ると考 え られ る。

地 山上面 で は、大 型 の不 定形 土 坑2基(SK-3、5)と 、溝 状遺 構3条(SD-3、4、

図26加 治 ・神前 ・畠中遺跡調査地位置図
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図27調 査区地区割図

5)、 小型 のピ ッ ト状 を呈 した土坑数基 を確認 した。

検 出遺構(図29、 図版13～15)

以下地 山上面遺構の主 なものにつ いて詳述する。

SK-3

本遺構 はB・C-2・3区 で検 出 した土坑 であ る。検 出長約7.5m、 検出幅約2.7～3.5mを

測 り、不 整形 を呈 する。 断面 の形状 は逆台形で、深 さは約0.5mで ある。埋 土 はオ リーブ灰 色土

の上 に砂礫混灰 白色粘土が若干堆積す る。遺物 は須恵器、瓦器、土師器、瓦、 陶器片が 出土 した。
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図28調 査区土層柱状図

SK-5

本 遺構 はA・B-4・5区 で検 出 した土坑 である。検 出長約9.5m、 検 出幅約2.5～3.5mを

測 り、不整形 を呈する。底部 は凹凸があ り、深 さは0.2～0.5mで あ る。埋土 はオ リーブ灰色土

の上 に砂礫混灰 白色粘土が堆積す る。砂礫混灰 白色粘土 は地 山粘土ブロ ックも多数含 み、人為 的

に埋 め られた状況 を呈す。遺物 は須恵器 、瓦器、瓦、 陶器片が出土 した。

SK-3、5は 埋 土の堆積状況、平面規模、深 さ等 が類似 し、同 じ用途で掘 削 された ものであ

ろ う。埋土が人為的に埋 め られてい る状況や近辺 で行 われた過去の調査結果等 を検討す る と粘土

採掘坑 と考 え られ る。

SD-3

本 遺構 はB～m5・6区 で検出 したi状 遺構 である。検 出長約9m、 検出幅約3～5mを 測

る。埋 土は上層 に黄色 粘土 ブロ ック混暗褐灰色粘質土 、下層 に灰色粗砂～細砂層が堆積 する。埋

土に はブロ ックや砂礫 を多数含み、人為的 に埋 め られた状況 を呈す。埋土 中か ら瓦が大量 に出土

した。瓦は上層 の暗褐灰色粘質土 に集 中している。調査期 間の関係上、瓦 を取 り上げて掘削 を途

中で断念 した。検 出深度 は約0.5～0.7mで ある。遺物 は他 に須恵器 、土師器、瓦器 、肥前磁器、

和 泉音羽焼等が出土 した。瓦は均整唐草文軒平瓦や蓮 華文軒丸瓦等、平安期 のものに位置づ け ら

れ る。 当初大量の瓦片が出土 した ことによって、本遺構 を平安時代 の溝 と位置づ けた。調査地 に

は近木堂、近木 ド、 コギ ト等の字名 が残 るこ とか ら、平安期 熊野詣 に際 して休憩所 となった近木

堂 に関す る遺構 と考えた。 しか し、遺物洗浄 の段階で近世の肥前磁器、陶器類が 出土 しているこ

とが判 明 した。

SD-45

本遺構 はC・E-2～5区 で検出 した溝状遺構 であ る。SD-4・5は 別遺構 ではな く、同一

遺構 で、検 出長約13m、 検出幅9～11mを 測 り、不整形 を呈する。SD-4の 埋土 は暗灰色粘

質土 の下に茶褐色砂礫 ～細砂、灰色細砂層 等が堆積 している。埋 土には地 山粘土ブロ ックや砂礫
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図29地 山上面遺構配置図

を多数含み、人為的に埋められた状況を呈す。埋土中から瓦が大量に出土した。瓦は上層の暗褐

灰色粘質土に集中している。調査期間の関係上、瓦を取 り上げて掘削を途中で断念 した。検出深

度は約0.45～0.7mで ある。SD-5の 埋土は黄色粘土ブロック混暗褐灰色砂礫、灰色粘土等が

互層に堆積 している。下層は青灰色細砂やオリーブ灰色砂礫混粗砂等が堆積する。遺物は瓦の他、
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肥前系磁器、在地産陶器、瓦 質鉢、瓦器、土師器、瓦 質羽釜、土師質羽釜 等が出土 した。

出土遺物

本調査 か らはコ ンテナ100箱 の遺物が出土 した。その大半が瓦類で、ほ とん どが細片である。

瓦 は軒丸 瓦、軒平瓦だ けでな く平瓦、丸瓦等 もあ る。今回は整理期 間も少 な く、報告スペースに

も限 りがあるため、軒丸瓦、軒平瓦 にしぼ って報告す る。

分類にあたっては、多量の瓦の中か ら、瓦当の文様 が はっ きりしてい る、 または瓦当部分が1

/4以 上残存 しているもの に限って抽 出した。全体 の形状がわか るもの は少な く、種類 によって

は細分 も可能 なものもあ るか も しれ ない。抽 出 した瓦 は文様構成 によって軒丸瓦14種 類 、軒平

瓦10種 類 に分類 した。各種類 の個体 数 も少 な く、同笵関係等 については筆者 の力 量不足 か ら不

明 と言わ ざるを得 ない。 なお、瓦 の文様、部分名称、技 法については上田陸氏、近藤康司氏 、市

本芳三氏 らの分類 を参考 にさせていただいた。

軒丸瓦A類 ～J類 は蓮華文である。

軒 丸瓦A類(図30、1):瓦 当径約16cmを 測 る。周縁 は直立 し、外縁 幅約1cm、 高 さ1.3cm

であ る。外 区内縁 は珠文 を33個 め ぐらす。中房 は径7.2cmを 測 る。雄芯 をめ ぐらせ、蓮子 は8

～9個 であ る。瓦当厚 さ3 .5cmを 測 る。内区は複弁8葉 の蓮華文である。瓦質で水簸 した精緻 な

土 を用いている。

軒丸瓦B類(図30、2):瓦 当径、中房径不明。周縁 は直立 し、外縁幅約1cm、 高 さ1.4cmを

測 る。外区内縁 は珠文 をめ ぐらす。中房 は雄芯 をめ ぐらし、違子 は不明。内区は複弁の蓮華文で

ある。蓮華文の形状 はC・D類 と類似す る。土師質で砂粒の少ない精緻 な土 を用 いている。

軒 丸瓦C類(図30、3):内 区の複弁 蓮華 文 のみ残存。瓦 当径、申房径、周縁 等 は不 明。瓦

当厚3.5cmを 測る。蓮華文の形状 はB・D類 と類似す る。瓦質で水樋 した精緻 な土を用いている。

軒 丸瓦D類(図30、4):瓦 当径、 中房不 明。周縁 は直立 し、外縁 幅 約1.1cm、 高 さ1.2cm、

瓦 当厚 さ約2cmを 測 る。外 区内縁 は珠文をめ ぐらす。 内区は複弁の蓮華文であ る。瓦質 で若干砂

粒 を含 む精緻 な土 を用 いている。

軒 丸瓦E類(図30、5):内 区の複 弁違華 文 のみ残 存。瓦 当径、中房径、周縁 等 は不 明。瓦

当厚 約2cmを 測 る。中房 は雄芯 をめ ぐらし、蓮子 は不 明。瓦質で水簸 した精緻 な土 を用 いてい る。

軒 丸 瓦F類(図30、6):瓦 当径、 中房径 不 明。周 縁 は直立 し、外 縁幅 約1cm、 高 さ約lcm

を測 る。外 区内縁 の珠文 はない。蓮子 の数 は不 明だが、15～16で はないか と考 えられる。内区

は複 弁の遺華文で、 問弁 はない。蓮華文の形状 はE類 に類似す る。瓦質 で水簸 した精緻 な土 を用

いている。

軒 丸瓦G類(図30、7):瓦 当径 約15cmを 測 る。周 縁 は直 立 し、外縁 幅 約1.5cm、 高 さ1.5

cmで ある。外 区内縁 幅1cmで 文様 はな し。中房 は径4.8cmを 測 る。蓮子 は5個 であ る。瓦 当厚 さ

3.5cmを 測 る。 内区は単弁8葉 の蓮華文であ る。瓦質で若干砂粒 を含 む土 を用 いてい る。

軒丸瓦H類(図30、8):瓦 当径 は不 明。周縁 は直立 し、外縁幅約0.5cm、 高 さ1.2cmで あ る。

中房 は径6.2cmを 測 る。雄芯 をめ ぐらせ、蓮子 は9個 である。内区は単弁の蓮華文でG類 に類似
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図30軒 丸 瓦(2.11.12:SD-3、1・3・7・8・13:SD-4、

6・9・14:SD-5、4・5:側 溝 、10:包 含 層 第3層)

一32一



図31軒 平 瓦(17:SD-3、15・16・18・19・20:SD-4、21:SD-5)

す るが、作 り方は雑 な感 じであ る。焼 きが あま く、土師質だが水簸 した精緻 な土 を用いている。

軒丸瓦1類(図30、9):格 子 文 に仏像?を 描 く。周縁 は直立 し、外縁幅 約1cm、 高 さ0.8cm

を測 る。瓦 当径 は不 明、瓦当厚 さ4cmを 測 る。瓦質で若干砂粒 を含 む土 を用いている。
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図32軒 平 瓦(22・27:SD-3、23・25・26・28:SD-4、24:側 溝)

軒 丸瓦J類(図30、10):宝 塔 文瓦 であ る。近 藤康 司氏 の分類 に よれ ばIIb類 であ る。周 縁

は直立 し、外縁幅約lcm、 高 さは不 明である。瓦 当径 は不 明、瓦 当厚 さ2.5cmを 測 る。瓦質で水

簸 した精緻 な土 を用 いている。

軒丸瓦K類 ～N類 は巴文の瓦 であ る。

軒丸 瓦K類(図30、11):巴 頭 の端部 が丸 く収 まる タイ プであ る。尾 は巴胴部 に重 なる。瓦

当径15.5cm、 周縁 は直立 し、外縁 幅約1.5cm、 高 さ0.8cmを 測る。珠 文は15個 である。瓦質で

砂粒 の多い土 を用 いる。

軒丸 瓦L類(図30、12):巴 頭 の端部 が四角 くな る タイプであ る。尾 は巴胴部 に重 なる。瓦

当径16cm、 周縁 は直立 し、外縁幅約1.6cm、 高 さ0.6cmを 測る。珠 文は15～16個 である。瓦

質で若干砂粒 の混 じる土 を用 いてい る。

軒丸 瓦M類(図30、13):巴 頭 の端部 が丸 く収 まるが、尾 は巴胴部 とは重 な らない。瓦当径

は不 明、 周縁 は直立 し、外縁 幅約2cm、 高 さ0.8cmを 測 る。珠文 はK・L類 と比べ 大 きく、数

も少 ないようであ る。瓦質 で若干砂粒の混 じる土 を用いている。

軒丸瓦N類(図30、14):巴 文 と珠文 の問に界線がめ ぐるタイプ。瓦当径 、周縁 の形態等 は不

明。珠文 はK～M類 に比べ小 さ く、数が多 い ようである。瓦質で砂粒 が多 い土 を用い る。

軒平瓦A類(図31、15、16):均 整唐 草文。瓦 当部長 さ約35cm、 幅約6.5cm、 外縁 高約1cm、

界線 幅約4cm、 外 縁 と界線 の 問は約0.3～0.5cm、 瓦 当厚3.5cm、 上端面 幅約2cmを 測 る。外縁

幅約1cmのA1類 と0.2～0.3cmと 薄いA2類 があ る。凹面両端 に2cm前 後の面取 りを施す。 凹

面 には布 目が残 る。顎 の形状 は曲線 を呈す。ほ とん どが瓦質で、胎土 は水簸 された精緻な土を用
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図33SD-3(31～40)、SD-4(42～47)、SD-5(29)、SK-3(30)出 土 遺 物

いてい る。 なお、A1類 には須恵質 のもの も存在 する。

軒 平瓦B類(図31、17):均 整唐草文。瓦 当部長不明、幅約5.7cm、 外縁断面三角形 を呈 し、

外縁 高約0.5cmで ある。界線幅約4cm、 外縁 と界 線の問 はほ とん どない。瓦 当厚 約4cm、 上端面

幅約2cmを 測 る。顎 の形状 は曲線 を呈す。ほ とん どが瓦質で、胎土 は若干砂礫 の混 じる精緻 な土

を用 いている。 凹面両端 に2cm前 後 の面取 りを施す。凹面には布 目が残 る。A類 と類似 している

が文様構成 が若干異 なる。

軒平 瓦C類(図31、18):均 整唐 草文。瓦 当部長 さ約25cm、 幅 約4.2cm、 外縁 幅約1cm、 外

縁高約1,2cm、 界線 なし、瓦当厚約2.5cm、 上端面、 凹面両端 に面取 りを施 ざない。顎 の形状 は

曲線 を呈す。ほ とん どが瓦質で、胎 土は水樋 され た精緻 な土 を用いてい る。須恵質の もの も存在

す る。

軒 平瓦D類(図31、19):均 整唐 草文。瓦 当部 長 さ約25cm、 幅 約4.5cm、 外縁 幅約1cm、 外

縁高約0.6cmで ある。界線幅約2cm、 外縁 と界 線の間は0.2～0.3cm、 瓦 当厚約2.5cm、 上端面幅
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約0.9cmを 測 る。顎の形状 は曲線 を呈 す。ほ とん どが瓦質で、胎土 は若:干砂礫 の混 じる精緻 な土

を用 いている。 凹面両端に1cm前 後 の面取 りを施す。 凹面 は丁寧なナデを施 し布 目を消 している。

須恵質の もの も存在する。 『

軒平瓦E類(図31、20):均 整唐草 文。 瓦当部長 さ不明、幅約4cm、 外縁 幅約0.8cm、 外縁高

約0.5cmで ある。界線 はない。瓦当厚 約4cm、 顎の形状 は段 顎であ る。上端面不 明、 凹面両端 の

面取 りを施 さない。凹面は丁寧 なナ デを施 し布 目を消 してい る。瓦質で、胎土は若干砂礫 の混 じ

る精緻 な土 を用 いている。

軒平瓦F類(図31・32、21、22):均 整唐草文。肉厚で太い唐 草文であ る。瓦 当部長 さ不 明、

幅約4cm、 外縁 断面三角形 を呈 し、外縁高約0.4cmを 測 る。界線 はな し、瓦当厚約4cm、 顎 は直

線的で ある。土師質で、焼 きはあま く、胎 土 は精緻 でない。上端面は約1cm。 凹面 は布 目が残 っ

ている。

軒平 瓦G類(図32、23):均 整唐草 文。 肉厚 で太 い唐草 文。瓦 当部長 さ、幅不 明、外縁 幅0.7

cm、 外縁高約0.6cmを 測 る。界線 はな し、瓦当厚不 明、顎 は直線的であ る。土師質で、焼 きはあ

まく、胎土 は精緻で ない。上端面 は約1cm。 凹面 は布 目が残 っている。F類 に類 似するが文様構

成が若干異 なる。

軒平 瓦H類(図33、24):均 整唐草 文。 瓦当部長 さ不明、幅約4.7cm、 外縁幅約1cm、 外縁高

約0.3～0.4cmで あ る。界線幅約2.9cm、 外縁 と界線 の問 は0.2～0.3cm、 瓦当厚 約3.2cm、 顎 は

直線的 である。 凹面両端 に1cm前 後 の面取 りを施す。 凹面 には布 目が残 る。土師質で焼 きはあ ま

く、胎土 は精緻 でない。

軒 平 瓦1類(図33、25):均 整唐 草 文。瓦 当部長 さ不 明、幅 約5cm、 外縁 幅 約1cm、 外 縁 高

はほ とん どない。界線幅約2.8cm、 外縁 と界線 の間は0.2～0.3cm、 瓦 当厚約4.2cm、 顎の形状 は

曲線 を呈す。 凹面 には布 目が残 る。土師質で焼 きはあま く、胎土 は精緻 でない。H類 に類似 する

が文様構成が異 なる。

軒平 瓦J類(図33、26):連 珠 文。瓦 当部幅約5cm、 外縁 幅約1cm、 外縁 高0.5cm、 界線幅 約

1.5cmを 測 る。顎 の形状 は段顎 である。瓦質で若干砂礫 の混 じる土 を用 いている。

その他 の遺物(図33)

27はSD-5出 土の須恵器 である。高台径9.4cmを 測 る。28はSK-3出 土 の瓦器椀であ る。

口径16.5cmに 復元で き、残存 高2.8cmで ある。29～38はSD-3出 土遺物 である。29は 青磁碗

である。 口径17.2cmに 復元で、残存高2.5cmで ある。30、31は 瓦器椀 であ る。30は 口径11.2cm

に復元 で き、残存高2.7cmで あ る。31は 高台径3.4cmに 復 元で き、残存高1.5cmで ある。32～34

は瓦器 皿で ある。32は 口径8.6cm、 高 さ1.4cmを 測 る。33は 口径7.8cmに 復元 で き、残存高1.7cm

である。34は 口径llcmに 復 元で き、残存高2.3cmで ある。35は 肥前系磁 器碗 である。 口径10.6

cmに 復元 で き、残存高2cmで ある。36～38は 和泉音 羽焼 である。36は 径6.5cm、 残存高1cm、

37は 口径10.2cm、 残存 高1.7cm、38高 台径9.4cm、 残存 高2.5cmで あ る。39～45はSD-4出

土遺物 であ る。39、40は 瓦器椀 であ る。それぞれ高台径2cmと5.4cm、 残存 高1.3cmと1.1cmで
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ある。41、42は 肥前系磁器碗 である。 それぞれ高台径5cmと5.8cm、 残存高1.8cmと3.8cmを 測

る。43、44は 瓦質羽 釜であ る。43は 鍔径30.6cm、 残存 高4.9cmで あ る。44は 口径25cm、 鍔径

31.6cm、 残存高3.5cmに 復元で きる。45は 瓦質火鉢 である。3足 で、 口径43cm、 残存高11.5cm

である。

3、 まとめ

今 回の調査で最 も大 きな成果 は、多量に出土 した瓦類 であろ う。調査地 には前述 した ように、

近木堂、近木 ド、 コギ ト等 の字名が残 っている。今 回出土 の瓦類 は、年代 や出土数の点 か らも平

安期熊野詣 に際 して休 憩所 となった近木堂 に関す る もの と考 えて間違いはないだ ろう。 しか し、

遺構 につい ては近世の遺物 を含み、当該期 の ものではない。 これ らの遺構 については、全掘 して

いないので断定で きないが、埋土の状況か ら粘土採掘 に伴 うものであ ると考 えられる。 しか し下

層 に細砂～ 中砂層が堆積 してお り、 自然流路 の可 能性 もある。 いずれ にしても近世の段 階で、粘

土採掘等の理 由で掘 り返 した土 を埋 めた ものである と考 え られ る。埋 土について は、遺物 の状態

が摩滅等 も少 な く、 また多量 の瓦 とともに土 を遠 くか ら運 んだ とは考 えに くく、近 くか ら運 ばれ

て きた もの であろう。いず れにして も今 回調査 では近木堂 を発見す ることはで きなかったが、近

辺 に文献や字名 に残 る近木堂が存在 す ることが証 明で きた。 なお、出土遺物の中 には、瓦 と共 に

多量 の焼土塊が含 まれてお り、瓦の数量や種類 の多 さか らも灰原中の遺物 であった可能性が高い。

遺物 につ いては、文様 の種類か ら軒丸瓦A～N類 、軒平瓦A～J類 に細分 したが、そ の中で も

文様 の類似 な どか ら、大 きく何系 統か に分類 で きる。軒丸瓦 は蓮華文瓦がA・B・C・D系 統、

E・F系 統、G・H系 統の3系 統 に分類 で きる。1・Jは それぞれ一つの系統である。 巴文 は数

も少 な く、時代 も平安後期か ら中世 に至る ものがあ り、今 の段階では系統別 に分類す るこ とはで

きない。軒平 はA・B系 統、C・D・E系 統 、H・1系 統、J系 統の5系 統である。A・B系 統 、

C・D・E系 統 には須恵質のもの も存在 す る。

セ ッ ト関係 につ いては軒丸瓦A・B・C・D系 統 と軒平瓦A・B系 統が セ ットになる ものと考

え られるがそ の他 は不明である。

そ れぞれ の系統 については文様の構 成が全 く異 なる版型 を用いている ということであ り、使用

している土 も異 なってい る。 またそれぞれ、軒丸瓦 はA→B→C→D、E→F、G→H、 軒平

瓦はA→B、H→1と 文様 の変化が追 えるものがある。 これ らの系 統は近木堂建 立に伴 い集め ら

れた工人 の系統 を表す ものではないか と考 え られ る。す なわちい くつかの工人が異なる版型 と土

を用 いて瓦 を焼 いたか、い くつかの瓦窯か ら寄せ 集め られたもので はないだろうか。

瓦 につ いては、 まだまだ考察が必要であ り、す ぐに結論 で きるものではない。大半を占める丸

・平 瓦につ いてはま とめ られなか った し、他の寺院や瓦 窯 との比較検討 もおこなっていない。 ま

た軒 丸瓦 と軒平瓦 のセ ットも充分 にま とまってい ない。 これ らは筆者の勉 強不足 であ り、機会が

あれば、 もう少 し詳 しい分類、分析 を したい と考 えている。

37



IV窪 田 ハ マ デ 遺 跡 の 調 査

1、 位置 と環境(図34)

窪田ハマデ遺跡は近木川と見出川にはさまれた台地状に位置 し、今回の調査で新たに包蔵地に

登録した遺跡である。周辺の遺跡は、南側に国指定史跡の前方後円墳、地蔵堂丸山古墳 と地蔵堂

古墳群、平安時代の寺院跡である地蔵堂廃寺、それ らを包括する地蔵堂遺跡等が存在する。西側

には平安時代の瓦が見つかっている窪田廃寺や、中世の集落が存在する窪田遺跡、澱池遺跡等が

存在する。東側には古墳時代の散布地、堤遺跡や、中世の集落跡、堤三宅遺跡が存在する。また、

調査区の中央には貝塚市脇浜と和歌山県粉河町を結ぶ粉河街道が通っている。調査地は遺跡マー

ク地内のほぼ中央に位置 し、中世もしくはそれ以前の遺構が存在する可能性があった。

2、 調査結果(図35、36)

調査 は分譲住宅建設による宅地造成に伴 うものである。したがって、遺構が破壊される道路部

分と擁壁部分に調査区を設定 し、調査 を行った。調査地は旧粉河街道で分断されているため、調

査区を3区 に分けた。北側の道路部分を第1区 、北側m部 分を第2区 、南側道路部分を第3区

とした。調査区には国家座標に基づいて5×5mの 区画を設定し、北から1～14、 西からA～X

の番号を与えた。

調査区の基本層序は6層 である。上から順に第1層;盛 土(層 厚約0.2～0.4m)、 第2層;暗

灰色土N3/0(現 代耕土、層厚約0.15～0.3m)、 第3層;黄 灰色砂礫混土2.5Y5/1(層 厚約

図34窪 田ハマデ遺跡調査地位置図
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図35調 査区地区割図
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1,盛 土

2.N310暗 灰色土(現 代 耕土)

3.2.SYS/1黄 灰色 砂礫混 土

4.7.SYRS/1褐 灰 色土

5.5P511紫 灰色 粘質土

6.5RP311暗 紫 灰色粘 質土

7.黄 色粘 土(地 山)

図36調 査区土層柱状図

0.2m)、 第4層;褐 灰 色 土7.5YR5/1(層 厚 約0.1～0.2m)、 第5層;紫 灰 色 粘 質 土5P5/1

(層厚0.1～0.2m)、 第6層;暗 紫灰色粘質土5P3/1(層 厚約0.05～0.lm)で あ る。 この うち

第1～5層 まで は調査 区に普遍的 に存在 するが、 第6層 は薄 く、部分 的に しか存在 しない。おそ

らく第5層 堆積 時 に削平 を受 けたもの と考 え られる。遺物 は第3層;瓦 器、土師器、須 恵器、瓦

質土器 、土師質土器、瓦、青磁、 白磁 、陶器、第4層;瓦 器、土師器、須恵器、瓦質土器、土師

質土器 、瓦、青磁 、白磁、サ ヌカイ ト、第5層;瓦 器、土師器、須恵器、瓦質土器、土 師質土器、

瓦、青磁 、白磁、サヌカイ ト、焼土等が出土 している。各々 の時期 は第3層 が16世 紀～17世 紀、第

4、5層 が13～15世 紀、 第6層 が13世 紀以前 と考 え られる。

調査 は第4層 上面 と、第5層 上面、地 山上面で行 った。第4層 上面 では井戸1基 、粘土採掘坑

3基 、鋤溝群 、 第5層 上面で は鋤溝群、地 山上面では溝14条 、鋤溝群 を検出 した。

検 出遺構(図37、 図版16～18)

SK-101・102.103

本遺構 は第2区R～V-2～4区 で検出 した粘土採掘坑 である。規模 はSK-101が 検 出長約

14m、 検 出幅約2m、SK-102が 検 出長約4m、 検 出幅約1.5m、SK-103が 検 出長約4m、

検 出幅約1.5mを 測 る。深 さ0.3～0.5mで ある。

断面の形状 は不整形 で、埋土 は地 山黄色粘土 ブロ ックを含 む灰色砂質土である。遺物 は陶磁器、

土師質土器、瓦器、土 師器、須恵器、瓦等が出土 した。

第4層 上面鋤溝群

本遺構群 は調査 区全 面 において検 出 した鋤溝群 であ る。第1・2区 で は南北 を機 軸 に西 に約

45° 振 った方 向の溝 を検 出 した。 第3区 では南北 を基軸 に東 に約30° 振 った方 向の溝 を検 出 し
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た。 いずれ も断面半円形 を呈 し、幅0.1～0.3m、 深 さ約0.03～0.05mを 測 る浅 い溝で ある。

第5層 上面鋤 溝群

本 遺構 群 は調査 区全面 において検 出 した鋤溝群 であ る。第1・2区 で は南北 を基 軸 に西 に約

40° 振 った方 向の溝 を検出 した。第3区 では南北 を機軸 に東 に約25～30° 振 った方向の溝 を検

出 した。 いずれ も断面半円形 を呈 し、幅0.1～0.3m、 深 さ約0.03～ α05mを 測 る浅い溝である。

地 山上面検 出遺構

SD-301

本遺構 は第3区C・D・G・H-9区 で検 出 した溝 であ る。幅0.65～0.8m、 検 出長 は分断 さ

れているが約25mを 測 る。深 さ0.2～0.3mで 、西か ら東へ流 れる。断面の形状 はU字 形で、埋

土は3層 で、上 か ら暗紫灰色粘質 シル ト5P3/1、 紫灰色砂質 シル ト5P5/1、 紫灰色細砂～砂礫

5P5/1で あ る。

SD-303・304

本遺構 はD・E-11～13区 で検 出した溝 である。幅0.1～0.25m、 検 出長はSD-303が 約

3m、SD-304は 約7mを 測 る。深 さ0.05～0.08mで 、北か ら南へゆ るやか に流れ る。断面

の形状 はU字 形で、埋土 は2層 で、上層 が地 山ブロック混暗紫灰色粘質土5RP3/1、 下層が暗紫

灰色 粘質土5RP3/1で あ る。両溝 の形状、埋 土 は類似 してお り、方向 も一定 の間隔をおいて一

致す る。遺構の性格 として道路側溝 の可能性 がある。

SD-307

本 遺構 は第3区B・C-6・7区 で検 出 した溝 で ある。幅 α2～1.1mで 東側が幅が広 く、西

に向かって細 くなる。検 出長約4mを 測る。深 さ0,15～0.2mで 東か ら西へ流 れる。断面の形状

はU字 形 で、埋土 は暗紫灰色細砂含 シル ト5RP3/1で ある。

SD-309

本 遺構 は第1区R～T-4～6区 で検 出した溝 である。幅0.5～0.6m、 検 出長14mを 測 る。

深 さ1.3～1.5mで 、南東 か ら北西へ流 れ る。 断面 の形状 はU字 形 である。埋 土 は3層 で、暗紫

灰色 細砂混 シル ト5P4/1、 暗紫灰色粘質 シル ト5P4/1、 紫灰色極細砂5P5/1で ある。遺物 は須

恵器、土師器が出土 した。

SD-310

本遺構 は第2区Q-10・11区 で検 出 した溝 である。幅0.5～0.7m、 検出長約5mを 測 る。深

さは約0.25～0.3mで 、南か ら北へ流 れる。断面の形状 はU字 形であ る。埋土 は3層 で、暗紫灰

色細砂混 粘質 シル ト5P4/1、 暗紫 灰色粘質 シル ト5P4/1、 暗青灰色細砂混 シル ト5PB4/1で あ

る。遺物 は瓦器、須恵器 が出土 した。

SD-312

本 遺構 は第2区V-5・6区 で検 出 した溝 であ る。幅1.8～1.9m、 検 出長 約5mを 測 る。2

段掘 りをしてお り、最 も深い部分で深 さ0.5～0.55mで ある。南か ら北へ流 れる。埋 土は紫灰色

及び青灰色極細砂 ～シル ト層 の上 に紫灰色お よび青灰色粘質土や粘質 シル トが堆積する。遺物 は
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須恵器 が出土 した。

SD-313

本 遺構 は第2区V-4区 で検 出 した溝 であ る。幅0。5～0.7m、 検 出長約1.6mを 測 る。深 さ

約0.2mで あ る。断面 の形状 はU字 形である。埋土 は3層 で、暗紫灰色細砂混 シル ト5P4/1、 暗

紫灰色粘質 シル ト5P4/1、 紫灰色極細砂5P5/1で ある。本遺構 とSD-309は 規模、埋土 の状

況等が類似 してい る。方向 もほぼ同 じであるので、両遺構 は何 らかの関係が あった と考 え られ る。

遺物 は土師器、須 恵器 が出土 した。

SD-314

本遺構 はT-4区 で検 出 した溝であ る。第1区 の北西隅で、 断面 でわずか に確 認で きる程度で

あったため、幅、長 さ、深 さ等 は不明 と言 わざるを得 ない。埋 土 は暗紫灰色粘質 シル ト5P4/1

の堆積 を確認 した。

SE-101

本遺構 は第1区N-19区 で検 出 した井戸 である。調査区外 に広が り、約半分 を検出 した。径

約2.6mを 測 り、円形 の井戸 に復 元で きる。深 さ約1.3m掘 り下 げた ところで、湧水層 に達 した。

これ以上 は危険である と判断 したため、掘削 を断念 した。 したがって深 さは不 明である。埋 土 は

黄橙色粘質土10YR7/8、 紫灰色土5RP5/1の 下に灰色粘土N4/1が 堆積す る。遺物 は陶磁器、

瓦器、瓦が出土 した。

出土遺物

本調査区か らは コンテナ20箱 分の遺物が 出土 した。そのほ とん どが破片 である。遺物 は中世、

近世の瓦器 、土師器、陶磁器類がほ とん どである。中世 の輸入 陶磁器である青磁 、白磁類 も出土

してい る。 また、若干で はあ るが古墳～奈 良時代 の須恵器 やサ ヌカイ ト片等 も出土 している。今

回はその中で図示 し得た主 なものについて紹介す る。

包含層第3層 出土遺物(図38)

1は 土師器小皿 である。 口径6.6cm、 高 さ1.1cmを 測 る。2は 瓦器皿である。 口径8.7cm、 高 さ

1.6cmを 測 る。内面見込み に円形 の ミガキ を施 す。3は 青磁 であ る。口径13.4cm、 残存高3.5cm

であ る。4は 土師質蛸壺 の取手 部分 である。残存高3.5cmで ある。蛸壷 は他 に第5層 よ り須 恵質

の もの も出土 している。

包含層 第4層 出土遺物(図38)

5は 土師器小皿であ る。口径8cm、 高さ1.6cmに 復 元で きる。6は 瓦器椀 である。 口径12.4cm、

残存 高2.4cmで ある。高台 はな く、瓦器椀 の最終段 階に位置す る資料 である。7、8は 白磁碗 で

ある。7は 口縁部で、玉縁状 を呈す る。口径18.4cm、 残存高25cmで ある。8は 底部で ある。高

台径6.5cm、 残存高2.7cmで ある。9は 青磁碗 である。口径15.6cm、 残存高3.3cmを 測 る。

包含層第5層 出土遺物(図38)

10は 瓦器皿であ る。口径9.8cm、 高 さ2.1cmで あ る。11は 土 師器皿であ る。口径16.8cm、 残存

高1.7cmで あ る。
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図38第3層(1～4)、 第4層(5～9)、 第5層(10～26)出 土 遺 物

12～14は 瓦 器 椀 で あ る 。12は 口 縁 部 で 、 口 径17.4cm、 残 存 高4.2cmで あ る 。13、14は 高 台 部 で

あ る 。13は 高 台 径4.8cm、 残 存 高1.2cm、14は 高 台 径5.4cm、 残 存 高0.8cmで あ る 。

15～21は 須 恵 器 で あ る 。15～17は 杯 蓋 で あ る 。15は つ ま み で あ る 。径3.5cm、 残 存 高1.7cmを 測

る 。16は 径16.2cm、 残 存 高1.5cmを 測 る 。17は つ ま み の 付 か な い タ イ プ で 、径13.8cm、 残 存 高3.3

cmで あ る 。18、19は 杯 身 で あ る 。18は 高 台 の 付 く タ イ プ で 、高 台 径7cm、 残 存 高1.5cmを 測 る 。19

は 返 り の 付 く タ イ プ で 径15.8cm、 高 さ2.9cmで あ る 。20は 常 滑 産 の 甕 口 縁 部 で あ る 。 口 径27.4

cm、 残 存 高8.2cmで あ る 。21は 東 播 系 鉢 口 縁 部 で あ る 。 口 径33.4cm、 残 存 高5cmで あ る 。

22～26は 輸 入 磁 器 類 で あ る 。22は 潭 州 窯 系 青 花 で あ る 。 口 径9.5cm、 残 存 高2.7cmで あ る 。

23～26は 青 磁 碗 で あ る 。23は 端 反 り の 口 縁 部 で 、口 径13cm、 残 存 高1.9cmで あ る 。24は 口 径15.2

cm、残 存 高1.7cmで あ る 。25は 口 径16cm、 残 存 高2.5cmで あ る 。蓮 華 文 を 印 刻 し て い る 。26は 口 径
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図39第4層 上 面 鋤 溝 群(27～29)、SK-101～103(30～34)、

SE-101(35～40)、 地 山上 面 鋤 溝 群(41、42)

18.4cm、 残存 高3.5cmで あ る。

第4層 上面鋤溝群(図39)

27・28は 瓦器椀であ る。27は 口径14.4cmに 復元で き、残存 高2.8cmで ある。ミガキの痕跡が残 っ

ているが詳細 は不 明。28は 口径17cmに 復元で き、残存 高3.8cmで ある。調整は摩滅 によ り不明。

29は 須恵器杯 である。 口径15cmに 復元 で き、残 存高2.3cmで ある。

SK-101・102.103

30は 唐津焼碗 である。高台径4cmに 復元 で き、残 存高1.7cmで ある。見込みには蛇 の 目釉ハギ

を施 す。31は 肥前系磁器碗 である。高台径4.2cmに 復元で き、残 存高2.1cmで ある。高台の形 は

三角形 で、見 込み には蛇の 目釉ハ ギを施す。32は 須恵器杯 である。か え り部分径14.8cmに 復 元

で き、残存高2.7cmで あ る。33、34は 和泉音羽焼である。33は 片 ロロ縁部であ る。口径20.6cm、

残存高1.5cmに 復元で きる。34は行平取手 である。長 さ8.5cm、 最大幅4.2cm、 厚 さ2.4cmを 測 る。鉄

釉掛 けで、胎 土 は黄色 味を帯 びたやや軟 質の ものであ る。内面には灰釉 を施す。

SE-101

35は 瓦器皿であ る。口径9.5cm、 残存高2cmに 復元 で きる。摩滅 によ り調整 は不 明。36は 唐津

焼碗 で ある。口径20.6cm、 残存高3.3cmに 復元 で きる。37は 備前焼鉢 であ る。底径12.8cm、 残存

高4.8cmを 測 る。38～40は 肥前系磁器 である。38は 高台径4cm、 残 存高2.8cm、39は 高台径10.9cm、

残存高4.4cm、40は 高台径4.8cm、 残存高5cmに それぞれ復元で きる。文様 は38は 不明、39、40は
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梅花文を施し、18世 紀後半のものと考えられる。39の 見込みには蛇の目釉ハギを施している。

地山上面鋤溝群

42は 瓦器椀である。高台径5.4cmに 復元でき、残存高1.7cmで ある。高台は短 く、断面三角形

を呈す。見込みに平行 ミガキを施している。

SD-313

43は 須恵器杯蓋である。口径14.2cm、 高さ4cmを 測る。焼成はやや不良で、胎土は赤褐色を呈

している。

3、 まとめ

今回の調査は道路、擁壁部分の細長い トレンチ調査であったため制約も多 く、地区ごとに分断

されるため全体の概要が見えにくい調査であった。その中で明らかにし得た事実について述べた

いと思 う。

遺構については、各調査面で多数の鋤溝を確認した。このことによって調査地では中世～近世

にかけて耕作が続けられていたことが判明した。鋤溝の方向によって、当時の畝の状況を復元で

きるので若干の考察を試みる。

第4層 上面 と第5層 上面で検出した鋤溝は、ほぼ同じ状況であった。鋤溝の方向は第1・2区

と第3区 との問で方向が異なり、両者の問に通 っている粉河街道に平行または直交している。ま

た、第1・2区 と第3区 との聞にまたがる遺構は確認できない。

地山上面では、溝を数条検出したが、いずれも上面検出遺構 とは方向を違えている。鋤溝の方

向は、街道よりも溝を意識 しているようで、各溝に平行 または直交 し、あるいは7の 両側で方向

が違っていたりしている。以上のことか ら考えると、第4・5層 上面では、耕作に際し、街道を

意識していた様子が受けとられるが、地山上面では街道を意識 していなかったものと考えられる。

街道の成立については、近世になってか ら整備が進み現在の形になったとされる。 しかし今回の

調査で中世段階に何 らかの道ができていた可能性が高 くなった。

遺物 については、細片ではあるが、瓦器、土師器などの日常雑器等とともに、輸入磁器類が出

土している。いずれも周辺遺跡の状況 と変化はな く、13世 紀以降耕作地の整備に伴って調査地

にもちこまれたものと思われる。これらの日常雑器を使用 していた人々の集落については、今の

ところ不明と言わざるを得ない。調査地の北側にある窪田廃寺 ・窪田遺跡では、中世の掘立柱建

物を検出しているが、調査地と何 らかの関わりを持つ可能性がある。なお窪田廃寺については、

調査地で瓦の出土はあρたものの、小破片になっているものが多 く、存在を裏付けるような発見

はで きなかった。いずれにしても、本遺跡 も含め周辺ではまだまだ調査数も多 くなく、全体の状

況を把握できるような段階ではないと思われる。本遺跡の発見を契機に、今後の調査によって周

辺地域の歴史を解明してい く必要があるだろう。
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跡

1、SX-302南 東 よ り

2、 同 上 北 より
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地
蔵
堂
遺
跡

1、SD-212東 よ り

2、SD-212遺 物出土状況 北 よ り
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地
蔵
堂
遺
跡

1、 第3遺 構面東部 北 よ り

2、 同 上 南東 より
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跡

1、SK-301北 東 よ り

2、SK-301遺 物出土状況 北東 よ り
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遺
跡

1、SE-301南 東 よ り

2、 同 上 南東 よ り
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堂
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SX-302(156)、SD-212(93、94、99、100、116)、SD-221(147)、Pit-204(157)出 土 遺 物
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SX-308(158)、SX-306(160)、SX-203(139)、SD-212(159)出 土 瓦
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土
生
遺
跡

1、 第1区Sm204南 よ り

2、 同 上 北西 よ り
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生
遺
跡

1、SD-207北 よ り

2、SD-207土 器 集 積 部 西 よ り
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跡

1、 第2区 全景 北西 よ り

2、 同 上 南東 よ り
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遺
跡

1、SK-201北 よ り

2、SK-201土 器 出 土 状 況 宵.:.～ 　 .北 よ り
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SD-204(67、100、101)、SD-207(79)、SK-201(85～88、90、102)出 土 遺 物
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跡

1、SD-3西 よ り

2、SD-3北 東 よ り
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遺

跡

1、SD-4、5北 よ り

2、 同 上 北 よ り
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・
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・
畠

中

遺

跡

1、 軒 丸瓦検 出状況

2、 軒平瓦検出状況
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ハ
マ
デ
遺
跡

1、 第1区SD-309北 西 か ら

2、 第2区SD-310北 か ら
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1、 第2区SD-312北 か ら

2、 第3区SD-301、306西 か ら
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窪
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跡

1、 第3区 鋤溝群 北か ら

2、 第2区SK-101～103南 東 か ら
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